
特許情報は同時に開発動向を示唆する重要なテクノロジー情報でもあります 

 

 

 

ガイドブックシリーズのねらい 
 

このガイドブックシリーズでは技術テーマを絞り、特許情報から見た最新のテ

クノロジー情報をお届けすることをねらいとしています。 
 

編集方針は、絞り込まれた特定の技術テーマに対して下記を意図しております。 

・最近の出願にあらわれる技術を知る 

・最近の出願から技術課題を知る 

・最近の出願企業を知る 

・自己の課題の相対的位置を知る 

・発明の出願形態(書き方、内容)を知る 
 

★特許情報は技術者・研究者に役立つテクノロジー情報です 

最近の研究開発の成果が反映されたテクノロジー情報です。競合各社の技術

者・研究者も、開発に携わる皆様と同じ技術テーマについて、直面する課題や

対応技術に取り組んでいます。特許情報は、それぞれが得意とする技術や注力

度合い、目指す技術的方向を反映する信頼度の高い技術情報です。 
 

★ガイドブックシリーズでは 

特定テーマについて実際の製品開発や改良研究を行っている企業第一線の技術

者や研究者を読者として想定しています。直近数年の特許出願に限り、技術テ

ーマを具体的に絞り込んだうえで、特許・技術の双方をみわたすガイドとなる

典型例を各巻ごとに７0～200件程度、掲載しました。 
 

各巻では、技術的観点（アングル）に従って平明でわかりやすく分類していま

す。それぞれのアングルには、できるだけ多くの特許情報を盛り込めるように

工夫しています。また、巻頭にはガイドマップを載せています。アングルごと

に内容を表わす図面を選び、扇形に配置した全体を見渡す俯瞰マップです。目

次も兼ねています。さらに詳しく調べる上で役に立つ特許分類（IPC/FI）のガ

イドもぜひご利用ください。巻末には、収録した特許情報の一覧表を収録しま

した。 
 

技術と特許の双方をにらんだ実戦的ガイドブックとして、本書をご活用くださ

い。 

株式会社ネオテクノロジー 
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ライフイノベーションと赤外線検知技術 

本書で取り上げる技術対象 

赤外線は温度計測だけでなく血糖値や酸素濃度の測定、静脈パターンによる生体認証な

どに広く利用されています。さらに、最近では、人の目の視線検出や高齢者見守り監視な

ど、赤外線に固有な特性を生かした新たな用途展開が広がっています。 

このガイドブックは、最近の公開特許情報に基づいて俯瞰します。 

 

◆生体計測技術 

血糖値や血中酸素濃度の計測などのほか、最近は疲労度測定や脳機能の活性度の測定

などに赤外線が利用されています。先端技術を探りました。 

◆ヘルスケアへの応用 

日常の健康や高齢者の介護などに赤外線が利用されています。ヘルスケアの QOL に利

用される赤外線の最前線を探りました。 

◆視線検出技術 

ユーザの視線の動きに対応して PC やスマホが自動スクロールするなど、視線技術はウ

ェアラブルにも影響する新たな注目技術です。このアングルでは視線検出技術だけを

取り上げました。 

◆静脈網認証技術 

手のひらや指の静脈パターンを使う生体認証技術を取り上げました。 

◆放射体温計測技術 

赤外線放射温度計や体温測定技術を取り上げました。 

◆画像化技術 

目に見えない赤外検出信号を見える化する画像技術は X線画像との協働など、注目す

べき利用技術です。 

◆赤外線センサの最前線 

高精度な赤外検出や人体に使いやすいソフトなセンサなど、センサ技術の最前線を探

ります。 

NeoTechnology
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分類の特徴を示す代表的な特許図面を掲載しています
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生体計測技術 

 

アングルの定義 

血糖値や血中酸素濃度の計測などのほか、最近は疲労度測定や脳機能の活性度の測定などに赤外線が

利用されています。先端技術を探りました。 

 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61B5/1455 (20060101) 16 A61B  5/14   322  14 

A61B10/00 (20060101) 7 G01N 21/35   107  7 

G01N21/35 (20140101) 4 G01N 21/359       7 

G01N21/65 (20060101) 3 G01N 21/35      Z 6 

G01N21/35 (20060101) 3 A61B 10/00      E 5 
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先行再公表ＪＰ抄録 WO2014/188906

(43)国際公開日  平成26年(2014)11月27日（全25頁）

(51)Int.Cl.                                  ＦＩ

   A61B   5/1464  (2006.01)                                           
   A61B   5/1455  (2006.01)                                           
   A61B  10/00    (2006.01)                                             (21)PCT/JP2014/062677

  (22)平成26年(2014)5月13日

優(31)特願2013-109604

先(32)平成25年(2013)5月24日

権(33)日本国(JP)(81)指定国    AE,AG,AL,AM,AO,AT,

              AU,AZ,BA,BB,BE,BF,

              BG,BH,BJ,BN,BR,BW,

(71)出願人  国立大学法人浜松医科大学 静岡県浜松市東区半田山一丁目２０番１号

(72)発明者  金山　尚裕（外1名）

(54)【発明の名称】触診用近赤外酸素濃度センサ

［続きあり］

(57)【要約】

触診の操作性への影響を最小限にしつつ、測定対象部位

へのセンサの接触を確実にして、当該部位の酸素濃度（

酸素化ヘモグロビン濃度、脱酸素化ヘモグロビン濃度、

酸素飽和度など）を確実に測定する触診用酸素濃度セン

サを提供する。 使用者の手指の第一関節より先端側の

指腹に取り付けられる触診用近赤外酸素濃度センサ１で

あって、指腹に取り付けられる基材２と、基材に設けら

れ、近赤外光を含む少なくとも２波長の光を被検体に照

射する発光手段４と、基材に設けられ、発光素子から被

検体を経由した測定光を受光する受光手段５ａ，５ｂと

、少なくとも発光手段又は受光手段と指腹との間に設け

られ、使用者の指を経由した測定光が受光手段が導かれ

ないようにする遮光手段３と、を有し、発光手段と前記

受光手段との間の最小距離が3mm以上であり、最大距離

が15mm以下である。

【技術分野】

近赤外光を用いて、人体内の酸素化ヘモグロビン濃度、

脱酸素化ヘモグロビン濃度及び酸素飽和度の少なくとも

いずれか１つを測定する近赤外酸素濃度センサに関する

。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

［請求項１］

［請求項２］

［請求項３］

［請求項４］

［請求項５］

［請求項６］

使用者の手指の第一関節より先端側の指腹に取り付けら

れ、触診時に触診対象部位の酸素濃度を測定するための

触診用近赤外酸素濃度センサであって、

前記指腹に取り付けられる基材と、

前記基材に設けられ、近赤外光を含む少なくとも２波長

の光を被検体に照射する発光手段と、

前記基材に設けられ、前記発光素子から前記被検体を経

由した測定光を受光する受光手段と、

少なくとも前記発光手段又は前記受光手段と前記指腹と

の間に設けられる遮光手段と、を有する

触診用近赤外酸素濃度センサ。

【請求項２】

前記受光手段からの測定光に基づいて、前記被検体の酸

素化ヘモグロビン濃度、脱酸素化ヘモグロビン濃度及び

［続きあり］

生体計測技術  
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ヘルスケアへの応用 

 

アングルの定義 

日常の健康や高齢者の介護などに赤外線が利用されています。ヘルスケアの QOL に利用される赤外線

の最前線を探りました。 

 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61B5/11 (20060101) 3 A61B  5/10   310A 3 

A61N5/067 (20060101) 2 A61B  5/16        2 

A61B5/01 (20060101) 2 A61N  5/06      E 2 

B60K28/06 (20060101) 2 G01N 33/36      A 1 

G01V8/12 (20060101) 2 F24C  7/02   355H 1 

A61B5/00 (20060101) 2 H05B  6/12   313  1 

A61B5/16 (20060101) 2 A61B  5/02   320Z 1 

   F24C 15/00      M 1 

   A61B  5/10   300D 1 

   G08B 21/02        1 

   A61B  5/00   101K 1 

   A61B  5/00   102C 1 

   A61B  5/14   322  1 

   F24C 15/00      D 1 

   以下、続く  
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公表特許ＪＰ抄録
特表2014-518729
（Ｐ２０１４－５１８７２９Ａ）

(43)公表日  平成26年(2014)8月7日審査請求  未請求    予備審査請求  未請求 （全18頁）

(21)特願2014-513292

(86)(22)平成24年(2012)5月29日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）

   A61B   5/107   (2006.01) 4C038             A61B   5/10      300 D  
   A61B   5/11    (2006.01)                   A61B   5/10      310 A  
   A47C  20/04    (2006.01)                   A47C  20/04          A    (85)平成25年(2013)11月12日

  (86)PCT/IB2012/052671

  (87)WO2012/164482

  (87)平成24年(2012)12月6日

優(31)11305656.8

先(32)平成23年(2011)5月30日

権(33)欧州特許庁(EP)

(81)指定国    AP(BW,GH,GM,KE,LR,

              LS,MW,MZ,NA,RW,SD,

              SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW)

【Ｆターム】4C038 VA04  VB33  VC02  VC05  

(71)出願人  コーニンクレッカ  フィリップス  エヌ  * オランダ国  ５６５６  アーエー  アインドーフェン  *

(72)発明者  ヘインリッヒ  アドリーン（外4名）

(54)【発明の名称】就寝中の体位の検出のための装置及び方法

［続きあり］

(57)【要約】

  本発明は、とりわけ就寝中の、体位の検出のための方

法及び装置に関する。より詳しくは、本発明は、睡眠の

間の主な体位が、ブランケットの下にある被験者の体か

らの投射された赤外線の反射の分布からどのように導出

され得るかに関する。加えて、呼吸信号が体姿勢を決定

するために分析され得る。

【技術分野】

【０００１】

本発明は、とりわけ就寝中の、体位の検出のための方法

及び装置に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

とりわけ就寝中の、体の姿勢の検出のための方法であっ

て、

寝具を設けるステップと、

少なくとも前記寝具の一部上への電磁放射のパターンの

投射のステップと、

前記寝具上の体によりもたらされる、投射されたパター

ンの反射の検出のステップと、

前記の反射パターンを典型的な体の姿勢を表す反射パタ

ーンと比較するステップとを有する、方法。

【請求項２】

反射されたパターンの典型的な体姿勢を表すパターンと

の比較の間において、被験者の体は、少なくとも２つの

主要部分、即ち、上側の身体の左及び右、中間部分の左

及び右、底部の左及び右に仮想的に分割され、これらの

現在の強度の合計が計算される、請求項１に記載の方法

。

【請求項３】

電磁放射のパターンの投射のための光源は、ＩＲ－ＬＥ

Ｄレーザである、請求項１又は請求項２に記載の方法。

【請求項４】

前記寝具上への電磁放射のパターンの投射は、断続的な

［続きあり］

ヘルスケアへの応用 
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視線検出技術 

 

アングルの定義 

ユーザの視線の動きに対応して PC やスマホが自動スクロールするなど、視線技術はウェアラブルに

も影響する新たな注目技術です。このアングルでは視線検出技術だけを取り上げました。 

 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61B3/113 (20060101) 5 A61B  3/10      B 5 

G06T1/00 (20060101) 2 G06T  1/00   340A 2 

G06F3/0346 (20130101) 2 G06F  3/033  423  2 

H04N5/225 (20060101) 1 G06T  7/60   150B 1 

A61B10/00 (20060101) 1 H04N  5/232     Z 1 

A61B5/00 (20060101) 1 H04N  5/225     C 1 

G06T7/60 (20060101) 1 A61B 10/00      H 1 

A61B5/0245 (20060101) 1 G01B 11/26      H 1 

H04N5/232 (20060101) 1 G01B 11/00      H 1 

G01B11/00 (20060101) 1   

G01B11/26 (20060101) 1   
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公開特許ＪＰ抄録
特開2014-64634
（Ｐ２０１４－６４６３４Ａ）

(43)公開日  平成26年(2014)4月17日審査請求  未請求  請求項の数7  ＯＬ （全13頁）

(21)特願2012-210554

(22)平成24年(2012)9月25日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）

   A61B   3/113   (2006.01) 5B057             A61B   3/10          B  
   H04N   5/225   (2006.01) 5C122             H04N   5/225         C  
   H04N   5/232   (2006.01)                   H04N   5/232         Z  
   G06T   1/00    (2006.01)                   G06T   1/00      340 A  

【Ｆターム】5B057 DA08  DB02  DB09  DC32  

            5C122 DA25  EA02  FH10  FH11  

                  GG04  GG21  HB01  

(71)出願人  京セラ株式会社 京都府京都市伏見区竹田鳥羽殿町６番地

(72)発明者  島田  健史

(54)【発明の名称】画像処理装置および視線特定装置ならびに瞳画像検出プログラムおよび方法

(57)【要約】

【課題】  外光の影響下でも瞳画像を検出できるように

する。

【解決手段】  赤外線発光部（４０）と赤外線発光部か

ら発せられる赤外線でユーザの瞳を撮像する赤外線カメ

ラ（４２）とを有する画像処理装置（１０）のＣＰＵ（

２４）は、赤外線発光部のオン／オフを制御しながら（

Ｓ５，Ｓ１１）、赤外線発光部がオン状態のとき赤外線

カメラで撮像された第１画像（７２）と赤外線発光部が

オフ状態のとき赤外線カメラで撮像された第２画像（７

４）との比較に基づいて瞳画像を検出する（Ｓ１５）。

【選択図】  図５

【技術分野】

【０００１】

この発明は、画像処理装置および視線特定装置ならびに

瞳画像検出プログラムおよび方法に関し、特にたとえば

、赤外線発光部と、赤外線発光部から照射される赤外線

でユーザの瞳を撮像する赤外線カメラとを有する、画像

処理装置、ならびに、このような画像処理装置のための

瞳画像検出プログラムおよび方法に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

赤外線発光部、

前記赤外線発光部から発せられる赤外線でユーザの瞳を

撮像する赤外線カメラ、

前記赤外線発光部のオン／オフを制御する制御部、およ

び

前記赤外線発光部がオン状態のとき前記赤外線カメラで

撮像された第１画像と前記赤外線発光部がオフ状態のと

き前記赤外線カメラで撮像された第２画像との比較に基

づいて前記瞳の画像を検出する第１検出部を備える、画

像処理装置。

【請求項２】

前記制御部は、前記赤外線発光部を第１周期でオン／オ

フし、

前記第１検出部は、前記第１周期の１つの周期における

、前記赤外線発光部がオン状態であるオン期間に撮像さ

れた前記第１画像と、前記赤外線発光部がオフ状態であ

るオフ期間に撮像された前記第２画像とを比較して、前

［続きあり］

視線検出技術  
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放射体温計測技術 

 

アングルの定義 

赤外線放射温度計や体温測定技術を取り上げました。 

 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61B5/01 (20060101) 6 A61B  5/00   101K 6 

G01K7/00 (20060101) 2 F24F 11/02      S 1 

A61M16/00 (20060101) 1 A61B  5/00   101H 1 

F24F11/02 (20060101) 1 G01J  5/10      B 1 

A61B5/00 (20060101) 1 G01K  7/00   361Z 1 

A62B17/00 (20060101) 1 G01N 21/359       1 

G01J5/00 (20060101) 1 A61B  5/00   101F 1 

G01J5/10 (20060101) 1 A61B  5/00   102C 1 

G01N21/359 (20140101) 1 G01J  5/00      Z 1 

B60N2/44 (20060101) 1 A61M 16/00   380  1 

H04M1/00 (20060101) 1 G01K  7/00   341G 1 

B64D11/06 (20060101) 1 A62B 17/00        1 

B64D47/00 (20060101) 1 G01N 21/35   107  1 

   B60N  2/44        1 

   以下、続く  
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   A61B   5/01    (2006.01) 4C117             A61B   5/00      101 K  

【Ｆターム】4C117 XA01  XB01  XB06  XB17  

                  XD10  XE23  XE43  XE48  

                  XF01  XF22  XG34  XG39  

(71)出願人  日本アビオニクス株式会社 東京都品川区西五反田八丁目１番５号

(72)発明者  木村  彰一（外2名）

(54)【発明の名称】体温測定装置、体温測定方法及び体温管理システム

［続きあり］

(57)【要約】      （修正有）

【課題】短時間で簡単に被測定者の腋下温度等と相関が

高い体温を正確に測定し、測定データを電子化し電子カ

ルテとの連携などを行なうことができる装置を提供する

。

【解決手段】体温測定装置１０Ａは、被測定者Ｍ１の頸

部が発する赤外線光を検出して受光信号を出力する赤外

線光検出部１１と、受光信号から求めた温度のピーク値

を被測定者Ｍ１の体温と判定するピーク値判定部とを備

える。

【選択図】図１

【技術分野】

【０００１】

本発明は、例えば、多数の被測定者の体温を測定する体

温測定装置及び体温測定方法、並びに被測定者の体温を

管理するために用いられる体温管理システムに関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

被測定者の頸部の頚動脈上の皮膚から発せられる赤外線

光を検出して受光信号を出力する赤外線光検出部と、

前記受光信号から求めた温度のピーク値を前記被測定者

の体温と判定するピーク値判定部と、を備える

体温測定装置。

【請求項２】

さらに、前記被測定者の体温を表示する表示部と、

前記被測定者に一意に付される識別情報を、前記被測定

者の体温を含む測定データに付する識別部と、を備える

請求項１記載の体温測定装置。

【請求項３】

前記ピーク値判定部は、前記赤外線光検出部から出力さ

れた受光信号のうち、最も高い値を求めた場合に、所定

時間だけ前記最も高い値を保持しておき、前記所定時間

内に、保持した値よりも高い値を求めた場合に、前記保

持した値を求めた値に置き換える

請求項２記載の体温測定装置。

【請求項４】

前記赤外線光検出部は、複数の赤外線光検出素子が平面

状に配列された赤外線センサ、又はミラーによって反射

［続きあり］

放射体温計測技術 
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